









































































































































































































































































語（mamu kundi）の 3 方言がある［Laycock 1965:25］。本稿で調査地とす
るのは、東セピック州マプリック地区 N 村（N Village, Maprik District, East 
Sepik Province）である。N 村の住民は、サム方言の話者である。東セピッ

















ツやカカオ、コーヒー、米などの換金作物が 1950 年代から 1970 年代にかけ
て導入され、周辺地域に比べて経済的変化が加速した。 
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製作者 名称 アベラム語 用途など 使用者 携行の仕方
ウット wut （子宮） （女性）
カル・ウット kal wut ビンロウの実などの嗜好品、呪術の道具などを携行する網袋 男性
肩から提げる・首から
提げて胸部に垂らす
マンジュ・ウット manjë wut 編みかけの網袋、嗜好品などを携行する小型の網袋 女性 頭から提げる






グラ・ウット gëla wut ヤムイモ、薪を運搬する大型の網袋 女性 頭から提げる
ウット wut 子宮のモチーフ（精霊堂、精霊堂の中に並べられる板、祖先像に描かれる） 男性
ウット wut 成人儀礼を受ける男性が入る部屋とするために、精霊堂の中に並べられる板 男性
カラ・ウット karë wut 成人儀礼の第2階梯を終えた男性が、盛装のために口にくわえる装飾品 男性
口にくわえて胸部に垂
らす
バル・ウット balë wut 豚を捕獲するのに用いられる網 男性 肩から提げる
イェンブ・ウット yëmbu wut ワラビーを捕獲するのに用いられる網 男性 肩から提げる
アンブ・ウット ambu wut バンディクットを捕獲するのに用いられる網 男性 肩から提げる






























連続して横に並んだデザインである（写真 1 参照）。写真 2 のように数本の
糸を平行させて編み進め、交差させてデザインをつくる。この技術で編まれ
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写真 1 サーニンのデザインのジャンバ・ウット 植物繊維製・化学染料で
染色（2003 年 9 月筆者撮影） 
 





































写真 1 サーニンのデザインのジャンバ・ウット 植物繊維製・化学染料で
染色（2003 年 9 月筆者撮影） 
 








































































































































































（2015 年 7 月 29 日筆者撮影 Ｎ村から直線距離で約 5 キロ北西の村にて） 
 
写真４ 精霊堂の正面上部（祖先像の絵の周囲を埋めるウットのデザイン） 
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母音の aa がある。単語が単体で発音される場合は aa と二重母音となる
が、その単語の後に修飾される別の単語が接続される場合には、a と短く
発音される。本稿では、二重母音の単語を単体で記述するときには aa、別
の単語を接続して記述するときには a と書き分ける。 
22 
 
２）ビンロウの学名は Areca catechu L.、英名は Betel Nut Palm である。







４）サゴヤシ属 Matroxylon の植物。 
５）ワピの学名は Dioscorea Alata、カの学名は Dioscorea Esculenta であ
る。コーパイエが作成した表によれば、Ｎ村で栽培されているワピは、ア




７）ニャムイの学名は Phaleria macrocarpa(Scheff.) Boerl.(Thymelaeaceae)、
イパの学名は Abroma angusta(L.)L.f. (Malvaeae)である。ニャムイとイパ
の同定は、高知県立牧野植物園による。セプはクワ科植物だが、学名は不
明である。 
８）アベラム語でスクグル（sëkë gëlë）、ワインバミスク（waimba mi sëkë）
という木の実と、ターヌ（taanë）というショウガ科の植物の根が用いられ
る。スクグルのスク（sëkë）は実、グル（gëlë）は黒を意味する。黒色に
染色できる。学名は Dendrocnide cordata (Warb. ex H.J.P.Winkle) 
Chew(Urticaceae)である。ワインバミスックのワインバ（waimba）は赤、
ミ（mi）は木、スク（sëkë）は実、種子を意味する。赤色に染色できる。
学名は Bixa orellana L. (Bixaceae)である。ターヌ（taanë）は黄を意味す
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